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第１章 技術解析用例題機の選定 

〔Ｃ－３５ MAG-MAX Ⅲ を 計算例題機に選んだ理由〕 ＜１－１＞  

第２５回（２００１）及び第２６回（２００２）の両大会に於いて、再度滑空距離４００ｍを 

超える記録を出した。 

 第２５回大会の出発時はかなりの追風で第２６回大会は微風ながら順風でのテイク 

オフになった。 

 この二つの出発時の風向きは正反対であるにもかゝわらず好記録を出した、機体 

（C－３５）の設計、製作、そして飛行技術にスポットを当て、技術的に調査する必要が 

あると思われる。 

 手元にある（C－３５）に関する資料の中から第１４回大会出場機以后第２６回大会 

迄の６型式の変遷を三面図及び諸元表にして整理してみると大雑把ながら興味ある 

技術的結果を掴む事が出来た。 

 今回は技術解析の手初めに（C－３５）を例題機として設計諸要目の決定の方法 

から性能計算迄を実施した。計算結果は以下に示す。 

尚 強度計算、安定計算は次回に行ふ事とする。 

○ （C－３５）機の各大会出場記録 

○ 大会使用機体の諸元表       型式 

１． MAG. L.WZ Ⅱ 

２． MAG. LS 

３． MAG. LS Ⅲ 

４． MAG MAX Ⅱ 

５． MAG MAX Ⅱ 

６． MAG MAX Ⅲ 

○ ６機種三面図及び諸元表 

○ 計算に使用する数式への導入 

○ 性能計算実施例 

 

○ 例題機（C－３５）琵琶湖型機と一般滑空機との比較（計算例） 

 

 



大会別出場機の諸元表（６型式）  ＜１－２＞ 

 
 



 

大会毎出場記録及成績   ＜１－３＞ 
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